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羅融・人　口5，733人（一1）

轟薯　　　男　2，746人（＋5）

議蜜　　女　2，987人（一6）

　　世帯数L727戸（＋1）

　　　　　ら　　　ユほ　を
’灘．　　・1霊前肌

窃
じ
い
ち
ゃ
ん
・
土
山
あ
ち
ゃ
ん

元
気
で
長
生
き
し
て
物
’

　
「
玖
［
円
一
日
（
［
月
）
江
炎
コ
｛
｝
以
子
占
較
7
証
ひ
百
又
汰

み
の
二
二
「
コ
を
利
甲
、
し
て
、
全
校
生
＝
一
⊥
⊥
八

名
が
清
掃
活
動
と
入
所
者
と
の
交
流
を
邑
瞳

に
養
護
老
人
ホ
ー
－
状
玩
峰
歳
を
訪
れ
ま
．
レ
た
，

　
埠
‡
で
は
毎
年
行
な
っ
て
い
る
訪
誓
で

ム
フ
年
も
み
ん
な
で
夏
内
の
清
掃
を
行
な
っ

た
後
，
入
所
レ
て
い
る
お
じ
い
ぢ
ゃ
鳶
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
面
に
レ
て
歌
を
歌
っ
た

り
、
肩
も
み
を
レ
な
が
ら
会
話
を
4
た
り

て
，
b
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
＼
に
入
矛

者
も
た
い
へ
ん
満
［
疋
4
て
い
た
よ
う
で
ン

た
。　
…
九
月
十
五
E
～
二
十
　
ロ
］
は

　
　
　
　
　
老
人
福
社
逓
問
で
す

船
は
て
て
上
れ
る
国
は
満
天
の

　
星
く
つ
の
な
か
に
山
臥
ひ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水



投票再選
新人3人が当選

翻どうご’う③

無（65歳）

人1元

氏
人0

映
1
村
受
木
現
＝
こ

α
　
　
α

長町

町議会議員
男92．58％
女95．57％7％1投票率94．

　
任
期
満
了
に
伴
う
東
郷
町
長
選
挙
及
び
東
郷
町
議
会
議
員
選
挙
の

告
示
が
七
月
二
十
日
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
町
長
選
挙
に
は
現
職

の
木
村
映
一
氏
國
人
だ
け
の
立
候
補
と
な
り
、
無
投
票
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
一
方
町
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
今
回
か
ら
定
数
が
二
人
減
っ
た
十

四
人
の
定
数
に
対
し
十
七
人
の
立
候
補
が
あ
り
、
七
月
二
十
五
日
に

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
次
頁
の
十
四
人
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

（
5
5
歳
）

r毒・岡「囹　　・
▲東村選管委員長からあいさつを受ける当選人

－
目愈盈
期

4
■
31期目

田
中
　
守
（
6
2
歳
）

　
越
表

　　

@　

@　

x
■
目

　
　
　
　
　
　
　
囚
籍
　
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

田
代
忠
孝
（
5
8
歳
）

　
寺
迫

購、騙
奔乾

轡蜜

寺
原
国
義
（
6
5
歳
）

　
鶴
野
内

瓶

佐
藤
輝
夫
（
5
7
歳
）

　
迫
野
内

団
1期目7期目

蜘

　
　
　
目

黛
．
期

　
　
　
　
4

文
化
の
香
り
高
い

豊
か
で
活
力
あ
る

毒
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
目
ざ
し
て

東
郷
町
長
木
村
映

　
私
は
、
去
る
七
月
二
十
日
に
告
示

さ
れ
ま
し
た
東
郷
町
長
選
挙
に
立
候

補
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
図
ら
ず

も
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

　
不
肖
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら

の
四
年
間
、
町
民
の
皆
様
の
付
託
に

応
え
町
政
発
展
の
た
め
全
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
．
、
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
は
先
輩
諸
賢
の
御
努

力
に
よ
り
ま
し
て
産
業
は
奨
み
、
文

化
は
開
け
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は

誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
私
達
農
山
村
を
と
り
ま
く
諸

情
勢
は
依
然
と
し
て
農
林
業
の
低
迷
、

過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
厳
し

い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
し
て
行
政

の
足
踏
み
や
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
時

代
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
こ
の
よ
う
な
本
町
の
現
状
を

踏
ま
え
、

「、

�
ｽ
公
正
な
行
政

二
、
清
潔
な
行
政

三
、
対
話
の
行
政

を
信
条
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
行
政

成
合
亀
行
（
6
7
歳
）

　
　
羽
坂

新
名
甫
史
（
6
4
歳
）

　
福
瀬

黒
木
九
一
（
6
3
歳
）

　
寺
迫

画
4期目

　
　
　
　
目

●
▲
■
期

　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
目

・
．
鶏
期

　
　
　
　
　
　
6

黒
木
行
也
（
6
1
歳
）

　
鶴
野
内

議
3期目

騰

課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

「、

誧
ｲ
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振

　
興
に
努
め
ま
す
。

二
、
教
育
の
振
興
と
地
域
文
化
の
高

　
揚
に
努
め
ま
す
．

三
、
快
適
な
環
境
、
安
心
し
て
住
む

　
こ
と
の
で
き
る
町
．
つ
く
り
の
た
め

　
社
会
資
本
の
整
備
充
実
に
努
め
ま

　
す
．
．

四
、
商
工
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
、

　
観
光
開
発
に
努
め
ま
す
．
、

五
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
福
祉
社

　
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
の
公
約
実
現
の
た
め
、
地
方

自
治
の
本
旨
で
あ
り
ま
す
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
べ
く
初

心
に
か
え
っ
て
誠
心
誠
意
努
力
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
．

　
何
と
ぞ
六
千
町
民
の
う
つ
て
一
丸

と
な
っ
た
協
力
体
制
に
よ
っ
て
牧
水

の
ふ
る
さ
と
に
相
応
し
い
文
化
の
香

り
高
い
、
”
豊
か
で
・
住
み
よ
い
・
し

か
も
活
力
に
み
ち
た
東
郷
町
”
の
創

造
の
た
め
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
て
就
任
の
あ
い
さ
っ
と
い
た
し

ま
す
．
、

畝
原
孝
純
（
4
5
歳
）

　
　
小
野
田

　　日
　　高

仲一
深男

　　62

　　歳

雪濁

　1期目

三
浦
文
人
（
6
2
歳
）

　
坪
谷

　　

@　

@　v
ﾚ

　
　
　
　
　
　
　
雀
鋤
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

稲
田
英
雄
（
5
7
歳
）

　
　
坪
谷

　　

@　

@　
ｨ
餌
目

　　

@
　
。
ボ
£
｝
二
期

　　
@　
@　

�
､
3
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面づくり●人づくり

　
二
十
一
世
紀
を
見
通
し
て
、
国
際
社

会
の
中
で
日
本
が
果
た
す
役
割
は
増
々

重
要
な
も
の
と
成
っ
て
き
ま
し
た
。
本

町
に
お
い
て
も
国
際
社
会
に
対
応
で
き

る
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
国
際
交
流
員

を
招
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
度
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
ク
イ

ー
ン
・
エ
デ
ル
さ
ん
が
や
っ
て
来
ま
し

た
．
．
身
近
に
接
し
、
言
葉
を
交
わ
し

お
互
い
の
国
を
理
解
し
合
い
、
異
文

化
を
吸
直
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

心
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た

人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
が
で
き
る
も

の
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

～国際交流員招致事業～

は
じ
め
ま
し
て

ク
イ
ー
ン
・
エ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

　
小
さ
く
て
美
し
い
島
国
だ
と
言
わ

れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
来
ま
し
た
．
、

こ
の
度
東
郷
町
の
教
育
委
員
会
で
国

際
交
流
員
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
ま
れ
は
一
九
六
八
年
（
昭
和
四

十
三
年
）
十
二
月
四
日
で
、
今
二
十

四
歳
で
す
．
、
五
人
兄
弟
で
】
番
新
で

す
。
趣
味
は
歴
史
と
考
古
学
で
、
特

に
石
器
時
代
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
将
来
の
夢
は
エ
ジ
プ
ト
へ
行
き

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
る
こ
と
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

ス
キ
ュ
ー
バ
が
好
き
で
す
。

伝
統
的
文
化
に
ひ
か
れ
て
…

　
日
本
は
他
の
多
く
の
西
洋
の
国
と

違
っ
て
今
で
も
伝
統
的
文
化
を
継
承

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
日
本
の
文
化

や
生
活
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
始
め

た
の
は
昭
和
六
十
二
年
ご
ろ
か
ら
で

す
．
、
当
時
大
学
で
は
生
化
学
を
学
ん

で
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
お
も
し
ろ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
ぞ

「h

田遡

　
平
成
元
年
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

ダ
ブ
リ
ン
シ
テ
ィ
ー
大
学
で
国
際
経

済
や
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
ま
し

た
。
平
成
三
年
に
は
東
洋
大
学
で
三

ヶ
月
間
日
本
語
を
勉
強
し
、
旭
光
学

工
業
の
本
社
で
研
修
し
ま
し
た
。
お

か
げ
で
今
は
日
本
の
生
活
に
も
と
て

も
慣
れ
て
き
ま
し
た
．
に
も
か
か
わ

ら
ず
今
だ
に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
東
郷
町
の
国
際
交
流
の
為
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

量
る
ε
と
市
場
シ
り
ー
ス
δ

　
今
回
は
種
類
別
売
り
上
げ
状
況
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
上
表
）

　
百
三
十
万
円
を
売
り
上
げ
た
ト
一

月
の
内
訳
は
、

　
】
位
～
加
工
品
類
（
C
）

　
　
五
十
．
八
万
円
　
二
千
三
百
個

　
二
位
～
椎
茸
類
（
G
）

　
　
三
十
一
万
円
　
九
百
四
十
個

　
三
位
～
根
菜
類
（
A
）

　
　
＋
四
万
円
　
　
干
百
個

　
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
毎
月
の
売
り
上
げ
で
も
C
類
が
五

卜
％
近
く
を
占
め
て
い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
．

G
，
王
D
C
　
8
浦

　
　
「
／
／
　
、
／

　
［
．

o
2

　
各
種
類
毎
の
売
り
上
げ
ベ
ス
ト
3

を
あ
げ
た
の
が
下
表
で
す
．
．

つ
　
　
ほ
ビ
ス
　
　
　
む
コ
ハ
ロ
　
ヨ
リ
ェ
　
　
ゴ
　
お
ロ

｛
お
知
ら
せ
｛

7
｛
．
r
等
ー
ー
ピ
「
ヨ
「
望
㍉
f
i
ー
ー
5
ー
モ
ー
f
ー
ー
望
馬
5

　
A
コ
ー
プ
店
内
に
特
産
品

　
即
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
予
定

成4年度中の種類別売上一覧

〔
目
口
巨

　
ふ
る
さ
と
市
場
の
売
り
上
げ
は
好

調
な
伸
び
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す

が
、
A
コ
ー
プ
で
も
販
売
し
た
い
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
登
録
者
募
集
中
〃

　
　
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
は

　
　
役
場
農
政
課
振
興
係
ま
で

肩
　
　
〆
！

．／．／

』
／

…
　
ー
ユ

平成4年度中6

G　その他
　唯茸・ケラ．〒芽・て・コ．田虫　♂

F．花・果樹
　み町・へ・生十・　　請　な＝

E　破類
　トワ・そ．；駒な＝
D　贋物類
　朝鮮1員・㍉牧匁改，↓；＝

C　加工品類
　悔ヒ・匪ダ㌢二
B　根菜穎
　尺任乏・．ノ。．・も・二＝

A　・葉菜類

一
戸、r長「　＿　ノ乃　 噛　’

A　・葉菜類
｝一・～　’・rクス・

　〔
結露1

　〆「「

雪’

ゴ

謂鼠
廿
畳
、
．

4炉

㍉IJ

葦

∴
二
目
：
嘱
．

かFJ

年　　　間　　売　　　上　　　げ
種　　　別

金額（千町 品数…個i ベスト3　　〔千円）

A葉　菜　類

a根　菜　類

b加工品類
c清　物　類

d穀　　　類

e果樹・国国

f山菜・椎茸類

　495@
7
4
2
1
3
，
4
1
4
i
　
　
　
　
F
　
6
1
9
　
6
0
0
　
7
7
1
1
，
4
2
5

5，206

T，855

P5，832

T，224

Q，709

S，061

T，536

キューリ　・ネ　ギ・ナ　ス

｢芋・ごぼう・ジャガイモ

P団　子・あく巻・とうふ

Pみそ漬・牧水漬・高菜漬

ｬ　豆・そば粉・もち米

`　　・　桃　　・　鉢　懸

ﾕ椎茸・生椎茸・ぜんまい

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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めざせ1◎o欝欝

90歳以上は65人

制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緊…ジ1

最高齢者は那須嘉市さん97歳（田野）

（ここに掲げる年齢は、平成6年4月1日までに達する年齢です．）

　東郷町は過疎現象が進行する中で高齢者（65歳以上）の人出は年々増加の一途

をたどり、今年8月1日現在では1，416人と全人口の23．7％を占める割合となっ

ています。毎年9月目町報で紹介している90歳以上の人口も年々増加しており、

今年は昨年より8人多い65人になりました。

平成5年度90歳以上名簿（8月19日現在）

地区名 氏　　　　　名 年齢 地区名 氏　　　　　名　　年齢 地区名 氏　　　　　名 年齢
田野 那　須　嘉　市 97 鶴野内 藤　田　　ト　メ　　192 小野田 木　村　マツエ 90

小野田 那　　須　　シ　ン 96 小野田 川　越　アキエ 92 福　瀬 岩　田　房　繁 90

鶴野内 南　濱　ト　メ 96 小野田 飛　高　リ　ン 92 小野田 若　杉　喜　長 90

鶴野内 黒　木　タ　ク 95 福　瀬 直　野　喜　義 92 小野田 海　野　武　夫 90

越　表 田　中　ヨ　ノ 95 坪　谷 那　須　清太郎 92 小野田 糸　平　菊　代 90

鶴野内 小　林　二三郎 95 福　瀬 高　木　十　吉 92 小野田 小　椋　ツ　ル 90

小野田 吉　野　マスエ 94 羽　坂 若　藤　　　稔 92 鶴野内 寺　原　雅　i薫 90

鶴野内 中　平　堅　吉　’ 94 福　瀬 川　越　梅　子 92 小野田 寺　原　シ　ヅ 90

鶴野内 金　丸　盛　松 94 迫野内 甲　斐　ケ　サ 91 小野田 本　多　サカエ 90

寺　迫 黒　木　日出夫 94 鶴野内 下　田　善　一 91 坪　谷 三　浦　シ　ナ 90

坪　谷 寺　原　フ　ジ 94 仲　深 酒　井　イ　チ 91 小野田 海　野　ヤ　エ 90

小野田 黒　木　ハツエ 94 小野田 稲　田　ツルエ 91 小野田 大　石　清太郎 90

小野田 日　吉　チ　ヨ 93 鶴野内 吉　田　善　平 91 田　野 黒　　田　ケサエ 90

八重原 田　村　厚　士 93 鶴野内 橋　口　捨　雄 91 寺　迫 田　代　ヨシエ 90

小野田 小　林　シ　ナ 93 福　瀬 長　池　テ　ツ 91 福　瀬 関　野　貞　暁 90

小野田 本　宮　ウ　メ 93 福　瀬 直　野　フミ子 91 寺　迫 新　名　ダ　イ 90

小野田 都　甲　エ　ン 92 坪　谷 矢　野　ス　エ 91 坪　谷 春　田　ツ　ル 90

羽　坂 橋　ロ　カ　メ 92 寺　迫 安　藤　藤　松 91 鶴野内 椎　葉　　　明 90

寺　迫 黒　木　ケ　サ 92 迫野内 東　　　シ　ン 91 田　野 寺　田　タ　ミ 90

小野田 小　山　鋏　子 92 鶴野内 那　須　サ　　ワ 91 小野田 田　村　ヌ　イ 90

小野田 阿　村　タ　ツ 92 福　瀬 長　渡　茂　一 91 福　瀬 岩　田　マルエ 90

鶴野内 福　谷　エ　ン 92 鶴野内 田　中　タ　セ 90

ド
ア
の
開
放
は
必
ず
後
方
を
確
認
し
て

　
国
道
進
行
中
の
A
車
は
、
前
方
三

十
二
m
の
道
路
左
側
に
駐
車
し
て
い

る
貨
物
車
B
を
認
め
た
、
同
時
に
反

対
車
線
上
約
九
十
m
前
方
に
進
行
し

て
く
る
C
車
を
認
め
た
、
A
は
駐
車

中
の
B
車
に
十
二
m
位
接
近
し
た
と

き
B
車
の
運
転
席
の
ド
ア
が
突
然
開

い
た
の
で
右
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、

反
対
車
線
に
進
入
し
た
。
次
に
反
対

車
線
を
走
っ
て
き
た
C
車
と
衝
突
を

避
け
る
た
め
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た

が
間
に
合
わ
ず
正
面
衝
突
し
た
。

　
A
車
は
九
十
四
万
円
の
修
理
代
、

C
車
は
廃
車
と
な
り
時
価
八
十
万
円

の
損
害
を
生
じ
た
。

　
保
険
会
社
は
A
に
対
し
て
車
輔
保

険
金
九
十
四
万
円
、
C
に
対
し
て
対

物
保
険
八
十
万
円
を
支
払
っ
た
が
、

保
険
会
社
は
、
こ
の
事
故
は
B
車
が

後
方
安
全
を
確
認
せ
ず
、
ド
ア
を
開

け
た
の
が
原
因
と
み
て
B
車
の
所
属

す
る
F
会
社
に
対
し
て
支
払
っ
た
保

険
金
百
七
十
四
万
円
の
請
求
訴
訟
を

起
こ
し
た
。

安
全
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
ド
ア
を

開
放
し
た
の
で
、
A
が
対
向
車
線
に

回
避
し
た
の
は
止
む
を
得
な
い
行
動

で
あ
り
、
A
に
過
失
は
な
い
と
反
論

し
た
。

　
【
大
阪
地
裁
判
決
】

　
B
車
に
つ
い
て
、
道
路
の
左
側
に

駐
車
し
た
車
の
右
ド
ア
を
開
け
る
に

当
た
り
、
後
方
の
安
全
確
認
義
務
を

怠
っ
た
た
め
の
衝
突
は
B
の
過
失
と

し
た
上
で
、
A
は
対
向
車
線
を
進
行

し
て
い
る
C
車
を
認
め
て
い
る
の
だ

か
ら
、
B
車
の
後
方
で
一
時
停
止
す

る
か
、
B
車
の
右
側
を
通
過
す
る
場

合
で
も
、
ド
ア
の
開
放
を
予
測
し
相

当
な
除
行
ず
べ
き
で
あ
り
、
A
は
こ

の
両
方
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
と
し

て
、
A
に
七
〇
％
B
に
三
〇
％
の
過

失
を
認
め
、
保
険
会
社
の
請
求
に
対

し
て
七
〇
％
の
過
失
相
殺
を
行
な
い

ま
し
た
。

励　端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
噛

F
ム
ム
社
は
、
A
車
は
量
の
後
方
舗

費
㌔
孟
子
鵬
畿
碑
面
測

れ
ば
、
右
轟
の
道
路
巾
は
広
い
の
鱒

で
事
故
防
止
は
で
き
た
の
に
そ
れ
を
通

し
な
か
っ
た
、
と
い
う
理
由
で
A
の
交

過
失
を
主
張
し
た
。

　
保
険
会
社
は
、
B
車
は
A
車
が
後

方
十
m
に
接
近
し
た
と
き
、
後
方
の

人身事故
件数 死者 傷者

物損
膜ﾌ

日向市 〔瓢 〔も 4藺 2，599
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全
国
六
、
○
八
四
人

死
者
　
　
県
内
　
　
五
四
人

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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轍まち。～アルバム
義砂　東郷町子ども会リーダー研修会
梵　　　　　　　　　＆
　川崎市学童ふれあいサマーキャンプ・
　7月28日㈱～7月30日働

　町子ども会リーダー研修は例年むかばき山少年自然の家で行
なわれていましたが、今年は神奈川県川崎市の学童たち〔生涯：

学習事業団）19名が来町するということで、お互いが日程調整骨
しての合同キャンフ・研修会が牧水公園多目的研修施設で行な二

われました．あいにくの台風の影響で2泊目まで屋外活動がで’
きず子供たちはたいへん残念がっていたようですが、交流も深：

まった最終日にはようやく台風も過ぎ去り、はじめてで最後の・

屋外活動のパターゴルフでは久しぶりの熱い日差しを受けて、二

最後の交流を楽しんでいました，　　　　　　　　　　　　・

薦
、r

▼　　　　　買

・⑩⑩⑪

野

膨

ノ禦‘

　　　　　コ　をづ睡・逮

’

　ロイ轟灘

、憲筆麺

】＝■コ【］［■二■－】［一－＝【■＝－］［】⊂■＝＝＝匿■－－＝【コ【．■」【■．■】【＝】［Xコ【］【」【】「－一】【－］［】E■＝【コ【】一－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水難事故に備えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　救急法講習会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．8月1日旧）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　消防団第1部〔小野田）では、夏休み中の水難事故に対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：する処置を学ぼうと、日向市消防署員を講師に救急法の講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・習会を開きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　当部が主催して実施する講習会は初めてで、消防団員を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　億はじめ地区のPTA父母ら30人が受講しました。集まった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・受講者はみんな真剣な表情で、人工呼吸法や心肺蘇生法を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：学んでいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏　当部では来年以降もこのような講習会を実施したいとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・っことでした．

■．】口【】E】［菰］【．■■一－．】【互■夏］「ーコ【】【＝－＝翼．ーコ［一【．】「■］【＝】【】【＝■＝】［】【＝】【コ【■－二【】＝■］【】＝【］［－－」【－互＝－ーコ【．■．】□夏■．互軍■菰夏■■】【＝【】E

町内外から580人が集まった

牧水」3、れあいうなぎつかみどり大会二

8月8日（日）　　　　．　　　　　　　　　　　：

　台風の影響で一週間延びた、町商工会青年部主催の牧水ふれ：

あいうなぎつかみどり大会が牧水公園流れる自然プールで、時骨
より降る雨の中行なわれました．　　　　　　　　　　　　　二

　例年、つり大会と銘打って実施していましたが、今年5回目’
を迎えた大会では、泳いでいる魚を直に手でつかんでもらおう：

と、前日から準備された｝IIの一角にうなぎ130kg、ます・やまめ・

140kg、しじみ60kgが放流され、かけつけた子供から大人まで全’

百川に入って、少しでも大きい魚を、一匹でも多くのうなぎを・

つかもうと、活魚を相手に悪戦苦闘していました，　　　　　昏

㌫』．

｝

～F

－＝ーコ［一＝茎＝】【＝【－－茎■．－皿笈■一コ【三互璽三ヨ璽裳蓋．】【匿亙重互至互】【－一玉＝【］【】【－一■互■【■互．－＝一】【］［】一r【】［】［＝＝■コ【コ【コ【

誌　脳　　　’　　　　　　　　　　・機敏に・確実に・そしてスピーディーに〃

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　・　　　一一41回日向支部消防操法大会一
　　　　　　　　濁　　　げ　r　　　　　　　　　：8月8日（日）

一物

さ

《

1

「
1

’　毎年夏に実施されている日向支部消防操法大会が、日向

・市内で行なわれました．

：　今年は、本町から第5部（坪谷）と第11部（仲深）の2ヶ

：部が小型ポンプの部に出場しました。

曇　成績の方は残念ながら入賞を果たすことはできませんで

・したが、出場した2隊の操作員たちは、日頃の訓練の成果

；が＋分恥き満鵬子でした・　　耀

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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一
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　　　東郷町川

島“
崧ﾒ

や轟栂
・繍

琴、

…・　’1蜘

　越
．
　
‘

●

1

幸窒

充自

え
露
芭

　
現
在
宮
崎
市
に
お
住
ま
い
で
、
宮

崎
県
企
業
局
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま

す
．
．　
「
今
年
四
月
か
ら
県
の
綾
北
川
総

合
開
発
事
業
の
一
環
で
あ
る
須
木
村

田
代
八
重
地
点
に
多
目
的
ダ
ム
や
発

電
所
建
設
の
現
場
事
務
所
に
転
勤
と

な
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
単

身
赴
任
の
繰
り
返
し
で
す
。
」
と
お
っ

し
ゃ
る
小
川
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
息

子
さ
ん
一
人
（
県
外
居
住
）
と
娘
さ
ん

二
人
目
、
現
在
四
人
家
族
で
す
。

＼
鮎

。
出
身
地

　
福
瀬
中
の
原

○
生
年
月
日

　
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
二
日

。
現
在
の
住
所

　
宮
崎
市
恒
久

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
4
川
フ
こ
、
イ
さ
ん

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
ぱ
な
し
☆
★

　
　
　
　
　
　
辿
っ
た
小
径
を
求
め
て

　
山
形
で
囲
ま
れ
、
傾
斜
が
急
峻
で

複
雑
な
地
形
、
耳
川
、
坪
谷
川
が
貰

流
す
る
そ
の
川
筋
に
主
に
集
落
が
点

在
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
東
郷
町
に

対
す
る
私
の
変
わ
ら
ぬ
印
象
で
あ
る
。

そ
こ
に
中
学
校
卒
業
ま
で
育
ち
、
そ

れ
か
ら
約
四
十
年
中
経
た
今
も
私
の

心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
懐
か
し
い
想

い
出
は
数
知
れ
な
い
。

　
わ
ん
ぱ
く
時
代
に
は
「
チ
ャ
ン
バ

ラ
」
　
「
弓
矢
」
　
「
デ
ラ
コ
ブ
の
喧
嘩
」

「
喧
嘩
ゴ
マ
」
や
「
野
滑
り
」
な
ど

あ
ら
ゆ
る
遊
び
を
し
た
こ
と
を
想
い

出
す
。

人
々
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
開
発
を
…

　
東
郷
町
に
は
山
村
の
風
物
、
雰
囲

気
が
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
魅
力
を
生
か
し
て
、
多
様
化
す

る
傾
向
の
観
光
動
静
に
対
応
し
た
大

担
な
開
発
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

町
の
中
奥
に
「
牧
水
公
園
」
が
あ
る

な
ら
、
日
向
市
に
近
い
と
こ
ろ
に
何

か
珍
ら
し
い
風
物
と
い
か
な
い
も
の

か
。
例
え
ば
、
筏
下
り
が
あ
っ
て
「

や
な
場
」
も
経
て
格
好
な
冠
注
に
ケ

ー
ブ
ル
で
登
り
つ
め
、
頂
上
の
展
望

台
で
四
方
を
眺
め
、
雨
水
浄
化
利
用

の
露
天
風
呂
を
楽
し
む
。
牧
水
公
園

と
結
ん
だ
入
郷
探
訪
最
初
の
メ
ッ
カ

の
地
と
な
る
こ
と
を
夢
み
て
の
単
な

る
思
い
つ
き
に
す
ぎ
な
い
が
…
。

　
今
は
地
方
自
治
体
も
ア
イ
デ
ア
事

業
の
時
代
、
町
民
に
広
く
呼
び
か
け

我
が
ふ
る
さ
と
に
し
か
な
い
も
の
を

し
か
も
数
多
く
生
み
だ
し
て
ほ
し
い

　
し
か
し
、
現
在
で
は
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
が
か
な
り
変
貌
し
て
お
り
、
幼

な
頃
に
野
山
を
駆
け
、
川
辺
に
侍
っ

た
そ
こ
に
辿
ろ
う
に
も
、
出
入
口
に

な
っ
て
い
た
小
径
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
惑
う
よ
う
に
な
っ
た
．
、

　
一
方
、
ふ
る
さ
と
で
の
数
々
の
想

い
出
が
重
な
り
あ
っ
て
大
変
楽
し
い

福
瀬
小
学
校
の
同
窓
会
が
三
年
毎
の

正
月
に
定
例
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
も
あ
っ
て
、
い
ま
だ
私
の
愛
郷
の

心
を
高
め
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
．
、

　
ふ
る
さ
と
は
、
母
が
い
く
つ
に
な

っ
て
も
離
れ
よ
う
と
し
な
い
よ
う
に
、

私
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

驚痴

轟二早
し評鐵

　弊 聾轟、

　　　　　キ　　譲瀞欝～

　　　　憲議
鰯　　錘玩講垂

　　　　叛一
聯　　　　　　　属等

　　　　鰹

▲昔はよくやっていたという
　「デラコブの喧嘩」

と
期
待
し
て
い
る
。

憲
・半

聾
撰

糎
い
の
況
体
じ

湿
や
か
に
雨
降
る
朝
の
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー

　
ム
子
蛙
ひ
そ
か
に
宿
り
て
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

剣
道
に
孫
の
受
け
来
し
銅
メ
ダ
ル
笑

　
顔
あ
ふ
る
る
父
の
日
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

み
な
月
を
大
方
降
り
て
籠
り
居
し
牛

　
の
親
子
を
陽
に
当
て
て
や
る

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

た
っ
ぷ
り
と
水
を
吸
い
た
る
コ
シ
ヒ
カ

　
リ
株
ま
し
ふ
と
り
穂
孕
み
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

青
島
の
赤
き
鳥
居
は
夕
ぐ
れ
の
自
き

渚
に
を
、
・
・
イ
」
．
声
」

　
　
　
　
　
　
；
，
高
、
　
～
秀

　
　
　
　
　
　
　
だ
げ
に

で
げ
富
よ
額
鍔
．
化
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
利
江

　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
心
い
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
國
作

　
　
　
　
　
　
　
澤
杉
林
伐
採

　
　
　
　
　
　
　
壷
業
滉

騰
鱗
磯
馴
撤

そ
の
辻
町
勲
閥
葦
存
神
に
駒
止
め
祈
り

　
襲
を
ぞ
討
ち
ぬ
と

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

お
　
に
ノ
ド
セ
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ナ
デ

御
饗
三
朔
へ
奉
り
て
大
前
に
夏
越
し

　
の
祓
い
ひ
と
り
仕
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

農
に
還
り
植
付
け
し
回
気
遺
え
り
朝

　
々
廻
り
水
や
り
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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暴無縫⑤薦

☆★☆山陰保育園☆★☆

◎

バ
薫

＠魑

、

　　　鶴野内の
　山本恵利ちゃん6歳

父：Ill本和利さん

母：　利枝子さん
○好きな遊びは何ですか？

　ママごと遊び
O好きな食べ物は？

　サラダ
O大きくなったら何になり
　たいですか？

　ケーキやさん

㌔、

}

・
議
．
灘

、
㌔

▲「サーカスの思い出」

乙

．，一 C　　　　r蜘　

へ・ @　　　　へ’

　　　鶴野内の
　川ロ大地くん4歳

母：川口洋子さん

O好きな遊びは何ですか？
　プロ・ク遊びとプーノレ遊

　び

O好きな食べ物は？

　カレーライス
O大きくなったら何になり
　たいですか？

　おまわりさん

▼「サーカスの思い出」
「
＝
．
一
一
」

◎
9

グ　 ，4嵐
！戸田4レ

・
γ
・
Y
・
γ
・
γ
・
γ
・
7
・
Y
・
γ
・
T
・
γ
・
7
・
T
。
T
・
Y
・
γ
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
。
ヤ
。
7
・
7
・
ヤ
・
7
・
7
・
7
・
7
・
γ
・
7
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
●
Y
・
7
・
Y
・
T
・
Y
・
7
・
7
●
Y
・
Y
・
Y
・
7
●
7
・
Y

ふくろうが

　せんだんのきで

　　　　　みはりばん

一昨年度NHK学園全国俳句大会
　ジュニアの部で特選となった、

福瀬小4年の中村まゆみさんの
作品一

　福瀬小学校のせんだん
の木には、数年前から夏
になるとふくろうの仲間
アオバズクが来るように
なり、今年も7月の初め
親2羽が児童たちにより発
見され、その後夏休みに入
った7月21日子供2羽を連

れた親子4羽のアオバズク
が木に止まっているのか見
られました，それ以来毎日
とまり木を変え、見つけ出
すのも一苦労。

　ようやく見つけた所があ
まり高すぎたため、写真も
ご覧のとおり小さくてあま
り見えませんが、真ん中に

斜めに止まっているのが親
子4羽のアオバズクです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「．一L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」．一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘馳．國　ドー、　　　　　　　　　　　　　　　　　F國胃“　　　　　　　　　　　　　　　■F　”FM●　　　　　　　　　　　　　竜旧．F騨楠、　　　　　　　　　　　　．底．．騨．L廟　　　　　　　　　　　圏■嘱　門1脚閉F　　　　　　　　嗣．［’9　．“　　　　　　　1ρ■一■．門　　　　●剛　　r’「幽．●　　　r　　　　　図1LL　　唱F．
噂　　．　　駐　．

翰
勃
②
勢
轡

鈴
木
建
設

　
　
　
　
有
限
会
社

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
一
C
六
ニ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
田
）

T
E
L
㊥
）
2
1
4
6

F
A
X
㊥
）
2
1
4
6

代
表
取
締
役
　
鈴
木
雅
人

。
設
立
年
月
日
は
？
・

　
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日

申
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

∩
　
　
男
七
人
・
女
一
人
の
計
八
人
で

　
す
，

目
。
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

㎝
　
　
土
木
・
建
築
工
事
一
式
で
す
。

〔
O
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
・

噺
　
「
ど
ん
な
現
場
で
も
こ
の
会
社

…
　
な
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
…
」

…　

ﾆ
言
わ
れ
る
信
頼
の
あ
る
会
社

へ　
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

…
　
　
当
然
の
こ
と
で
す
が
”
安
全

㎜　

謌
黶
h
を
常
に
心
が
け
て
仕
事

・
　
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
一

〇
若
い
社
長
の
よ
う
で
す
が
、
趣
味
…

　
も
幅
広
い
ん
で
し
ょ
う
ね
？
・
　
　
」

　
　
私
（
鈴
木
雅
人
）
は
釣
り
が
趣
…

　
味
で
、
現
在
釣
り
ク
ラ
ブ
日
向
荒
円

　
磯
会
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
．
．
今
㍗

　
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
♂

　
釣
り
の
大
好
き
な
人
、
こ
れ
か
ら
目

始
め
た
い
と
思
・
て
い
る
人
、
塔

　
絡
を
待
っ
て
い
ま
す
．
．
　
　
　
　
　

　
　
連
絡
先
　
盈
6
9
－
2
0
9
1
　
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　’、．隔　　　　　　　一、幽　　　　　　藺．r、　　　　　、．．’－　　　．r、．一　　〔旧．　用．　、　〔．へ．　　　．．A＿　　．’．一F　、’一【
トP　噛．剛戸
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繭
鶴
瀬
い
毒
舘
槻

⑳
腰
痛
症
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院
院
長

整
形
外
科
大
　
崎

泰

　
今
日
は
整
形
外
科
疾
患
の
中
で
【

番
多
い
腰
痛
症
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
腰
痛
は
立
っ
て
歩
く
人
間
に
と
っ

て
宿
命
の
よ
う
な
病
気
で
誰
で
も
一

生
に
二
、
三
度
は
経
験
し
ま
す
。
原

因
は
先
天
性
の
異
常
、
変
形
、
ヘ
ル

ニ
ア
、
骨
粗
一
松
症
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
一
番
多
い
の
が

筋
・
筋
膜
性
の
腰
痛
、
い
わ
ゆ
る

一
ギ
ッ
ク
リ
腰
し
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
常
日
頃
か
ら
ギ
ッ
ク
リ
腰
に

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
ま
ず
、
間
違
っ
た
姿
勢
な
お
し

”
正
し
い
姿
勢
”
を
つ
く
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
．
、
正
し
い
姿
勢
と
は

た
だ
単
に
ま
っ
す
ぐ
立
つ
こ
と
で
は

な
く
、
身
体
の
各
部
分
（
筋
肉
、
骨
、

関
節
な
ど
）
を
正
し
く
、
少
し
の
無

理
も
な
く
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
日
常
生
活
の

い
ろ
い
ろ
な
動
作
を
正
し
い
姿
勢
で

行
な
っ
て
い
ま
す
か
、
．
次
の
こ
と
を

よ
く
守
っ
て
腰
痛
を
予
防
し
ま
し
，
小

う
．
ま
た
、
い
ま
現
在
腰
痛
で
悩
ん

で
お
ら
れ
る
方
も
是
非
実
行
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
．
．

一、

A
寝
時
　
敷
き
布
団
は
固
め
の

も
の
が
よ
い
．
．
膝
を
曲
げ
て
仰
向
け

に
寝
る
か
、
エ
ビ
の
よ
う
に
丸
く
な

っ
て
横
向
き
に
寝
る
。
う
つ
伏
せ
で

本
や
新
聞
を
読
ま
な
い
、

二
、
座
る
と
き
　
あ
ぐ
ら
を
か
く
と

き
は
厚
い
座
布
団
を
二
つ
折
に
し
て

敷
き
、
上
部
を
高
く
す
る
．
．
正
座
は

か
ま
わ
な
い
．
．
椅
子
に
座
る
と
き
は

椅
子
の
前
の
方
に
座
り
、
膝
の
位
置

が
股
関
節
よ
り
高
く
な
る
よ
う
に
す

る
。
脚
を
組
む
の
も
よ
い
。
高
す
ぎ

る
椅
子
は
腰
に
負
担
が
か
か
る
の
で

良
く
な
い
。
背
も
た
れ
に
反
り
返
〆
．

て
座
・
b
な
い
．
．

三
、
車
を
運
転
す
る
と
き
　
シ
ー
ト

を
で
き
る
だ
け
ハ
ン
ド
ル
に
近
づ
け
、

膝
を
股
関
節
よ
り
高
く
し
て
背
中
を

伸
ば
す
。
硬
い
背
当
て
を
使
う
の
も

よ
い
，

四
、
立
っ
て
い
る
と
き
　
中
腰
・
前

傾
の
姿
勢
を
長
く
続
け
な
い
。
両
足

を
そ
ろ
え
て
立
た
ず
、
片
足
を
交
互

に
低
い
台
の
上
に
の
せ
た
り
し
て
、

と
き
ど
き
休
む
。

五
、
立
ち
上
が
る
と
き
　
椅
子
か
ら

は
背
中
を
伸
ば
し
た
ま
ま
立
ち
上
が

歯科医師会だより⑮

画
R

　
今
回
は
、
乳
児
期
か
ら

幼
児
期
、
学
童
期
に
も
の

を
噛
む
と
い
う
こ
と
の
大

切
さ
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。　
今
ま
で
こ
の
欄
で
、
く

り
か
え
し
申
し
上
げ
て
き

た
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
噛
む
こ
と
が
大
切

か
。

1
、
消
化
の
第
一
歩
↓
消
化
能
力
の

違
い

2
、
口
の
中
の
衛
生
管
理
↓
唾
液
の

　
分
泌
歯
、
歯
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

　
食
べ
物
や
唾
液
の
流
れ
で
、
口
の

　
中
は
あ
る
程
度
の
自
浄
作
用
が
あ

　
り
ま
す
。

3
、
顎
の
発
達
と
歯
並
び
へ
の
影
響

　
↓
顔
の
形
、
審
美
。
顎
が
小
さ
い

　
た
め
、
歯
並
び
の
悪
い
子
ど
も
が

　
増
え
て
い
ま
す
。

4
、
セ
ン
サ
ー
と
し
て
の
役
目
↓
敏

　
感
な
感
覚
、
異
物
、
有
害
物
。

5
、
味
覚
の
発
達
↓
食
べ
物
を
味
わ

　
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
記
憶
す
る
。

6
、
脳
の
刺
激
↓
脳
へ
の
血
流
、
味

　
覚
刺
激

7
、
心
の
安
定
↓
精
神
的
安
定
、
触

　
れ
合
い
の
基
本
は
、
食
事
か
ら
始

　
ま
る
。

8
、
発
音
へ
の
影
響
↓
サ
行
、
タ
行

　
ナ
行
、
ラ
行
な
ど
の
発
音
に
ひ
ず

　
み
が
で
る
。

　
そ
し
て
、
大
切
な
こ
と
は
、
こ
れ

ら
は
毎
日
の
食
生
活
で
訓
練
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
、

　
そ
の
点
で
、
食
卓
で
の
注
意
す
べ

き
こ
と
も
で
て
く
る
の
で
す
。

る
。
臥
位
よ
り
起
き
上
が
る
と
き
は

ま
ず
膝
、
股
を
曲
げ
て
横
向
き
に
な

り
、
肘
を
伸
ば
す
よ
う
に
し
て
座
る
．

次
に
何
か
に
っ
か
ま
っ
て
背
中
を
伸

ば
し
た
ま
ま
立
ち
上
が
る
．
．

六
、
物
を
持
ち
上
げ
る
と
き
　
重
い

も
の
を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
背
中
を

伸
ば
し
た
ま
ま
抱
え
込
む
よ
う
に
し

て
、
膝
を
使
っ
て
持
ち
上
げ
る
．
、
ま

た
、
重
い
も
の
を
持
つ
と
き
は
で
き

る
だ
け
身
体
に
近
づ
け
て
持
つ
．
．

七
、
そ
の
他
　
肥
満
は
避
け
る
。

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
す
が
、
以
上
を
気
を
つ
け
て
み
ま

し
よ
う
．
．

6

　
　
牧
水
は
早
稲
田
大
学
の
四
年
生
の

　
夏
休
み
に
は
、
旅
を
し
な
が
ら
故
郷

　
坪
谷
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　
　
牧
水
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ

　
る
「
幾
山
河
」
の
歌
は
、
こ
の
時
岡
山

　
県
と
広
島
県
の
境
に
あ
る
二
本
松
峠
付

　
近
で
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
、
と
こ

　
ろ
で
、
坪
谷
に
帰
り
着
い
た
時
、
父
立

　
蔵
は
都
井
村
に
出
張
診
療
に
行
っ
て
い

　
る
と
い
う
こ
と
で
不
在
で
し
た
。
そ
こ

　
で
牧
水
は
、
父
に
逢
う
目
的
も
あ
っ
て
、

　
船
を
利
用
し
て
南
日
向
の
旅
に
出
か
け

　
ま
し
た
。
そ
の
旅
で
牧
水
は
青
島
に
も

　
寄
り
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

「
　
「
船
は
て
て
」
の
歌
は
、
船
が
油
津

　
港
に
着
い
た
時
の
歌
で
す
。

　
　
牧
水
は
、
こ
の
歌
の
あ
と
に
『
日

表
紙
へ
牧
水
○
一
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡

躍
彦

　
　
　
　
監
楠

向
の
油
津
に
て
』
と
付
記
し
て
い
ま

す
．
．
「
船
は
て
て
上
れ
る
国
」
と
言
う

の
は
、
『
船
旅
が
終
っ
て
上
陸
し
た
日

向
の
国
の
油
津
港
』
と
解
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
な
お
「
船
は
て
て
」
は
、

『
長
い
船
旅
が
や
っ
と
終
っ
て
』
と
い

う
疲
れ
た
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
．
、

満
天
に
は
星
が
き
ら
め
い
て
お
り
、

「
山
匂
ひ
立
つ
」
の
結
句
で
、
南
国
情

緒
あ
ふ
る
る
港
町
の
夜
の
風
情
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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牧

水
圏

　
恒
例
の
「
牧
水
祭
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
9
月
1
7
日
（
金
）

　
　
受
付
　
午
前
9
時
～
1
0
時

　
　
開
会
　
午
前
1
0
時

▽
場
所
　
牧
水
記
念
館
ほ
か

　
※
今
年
も
文
化
協
会
と
の
共
催
に

　
　
よ
り
、
講
師
を
迎
え
て
の
短
歌

　
　
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
自
由
）

鷹
基
本
健
康
診
査

　
そ
ろ
そ
ろ
夏
の
疲
れ
が
で
て
く
る

時
季
で
す
。
す
す
ん
で
受
診
し
ま
し

よ
う
。

0
9
月
2
日
（
木
）

　
坪
谷
公
民
館

　
（
西
石
原
・
本
村
・
タ
ブ
ノ
木
・

　
　
仲
崎
地
区
対
象
）

0
9
月
9
日
（
木
）

　
児
洗
公
民
館

　
（
児
洗
・
一
松
露
地
区
対
象
）

0
9
月
1
6
日
（
木
）

　
下
渡
川
公
民
館

　
（
下
渡
川
地
区
対
象
）

0
9
月
3
0
日
（
木
）

　
越
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
田
口
八
ソ
山
・
中
水
流
地
区
対
象
）

※
時
間
は
全
て
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

　
1
1
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．

特
別
展

宮
崎
－
チ
ョ
ウ
の
世
界

　
宮
崎
の
チ
ョ
ウ
類
を
は
じ
め
、
日

本
・
世
界
の
チ
ョ
ウ
類
の
標
本
、
生

態
展
示
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
、
教
科
書

や
参
考
書
に
出
て
く
る
チ
ョ
ウ
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
会
期
　
9
月
1
8
旦
土
）
～
1
0
月
1
9
旦
火
）

▽
会
場
　
宮
崎
県
総
合
博
物
館

▽
入
場
料
鑑
響
臓
卜

洋
裁
訓
練
生
の
募
集

　
洋
裁
に
関
す
る
基
礎
及
び
、
原
型

か
ら
す
べ
て
の
部
分
縫
等
の
知
識
習

得
が
短
期
間
に
行
な
え
ま
す
．
、

▽
募
集
人
員
　
1
5
名

▽
資
格
者
中
卒
以
上
6
2
歳
ま
で

　
の
方
で
、
現
在
雇
用
保
険
を
受
給

　
さ
れ
て
い
る
方
、
若
し
く
は
1
0
月

　
以
降
受
給
見
込
み
の
方

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
日
向
公
共
職
業

　
安
定
所
倉
5
2
1
4
1
3
1
又
は
、

　
松
竹
洋
裁
学
校
智
5
4
－
2
2
5
3

…
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」

落
ち
着
い
て

　
　
行
動
で
き
ま
す
か

　
自
然
災
害
の
中
で
も
、
地
震
は
特

に
被
害
が
大
き
く
、
そ
の
う
え
火
事

な
ど
の
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

　
“
グ
ラ
ッ
”
と
き
た
と
き
、
慌
て

ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
地
震
に

対
す
る
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
．

消
防
団
書
記
会
計
講
習
会

▽
日
時
　
9
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
第
四
研
修
室

消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
9
月
1
2
日
（
旦
午
前
8
時
～

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
東

　
　
　
　
郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
用
件
は
、
正
し
く
あ
わ
て
ず
一
一

九
番
　
・
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の
三
つ
の

　
ポ
イ
ン
ト

】、

~
急
事
故
な
ど
の
発
生
場
所
と

　
近
く
の
目
標

二
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ガ
か
病
気
か

一
二
、
ケ
が
人
や
病
入
の
現
在
の
容
能
心

　
（
簡
単
に
）

　
ま
た
、
九
月
五
日
か
ら
九
月
f
一

日
ま
で
「
救
急
医
療
週
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
、

　
救
急
医
療
・
業
務
に
つ
い
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
学
校
等
の

　
　
　
運
動
会
日
程

・
9
月
5
日
（
日
）
　
山
陰
保
育
園

・
9
月
1
9
日
（
日
）
東
郷
中
学
校
・
坪
谷

　
　
中
学
校
・
美
々
津
中
学
校

・
9
月
2
3
日
（
木
）
　
坪
谷
幼
稚
園
、
坪
谷
保

　
　
育
園
合
同
・
鶴
野
内
保
育
園
・
寺
迫

　
　
幼
稚
園

・
9
月
2
6
日
〔
日
）
東
郷
幼
稚
園

※
小
学
校
は
1
0
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
．

心
配
こ
と
相
談

四
叛

「
行

9
月
2
1
日
〔
火
）
9
時
～
1
5
時

林
業
研
修
館
政
相
談

▽
日
時
　
9
月
2
2
旦
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
五
期

　
　
　
※
納
税
は
九
月
三
レ
日
ま
で

善
鴛

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

◎
迫
野
内
の
黒
木
義
友
さ
ん
か
ら

　
（
榮
次
郎
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
藤
雄
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ッ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

◎
八
重
原
の
福
畑
瀬
さ
ん
か
ら
快
気

祝
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

◎
下
渡
川
の
山
床
ツ
ネ
さ
ん
か
ら
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
イ
ス
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

出
生

一
t
．
．
　
　
●

（
七
月
届
出
分
）

　
お
め
で
と
う

　1

{！口

ﾄ

那1谷i川

@元

@樹

上
健
吾

赤
ち
ゃ
ん
の
名

春
　
夫
覚初
美

父
の
名

仲
　
深

田
野
田

小
野住
所

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
　
予
告

　
八
月
十
四
日
に
行
な
わ
れ
た
「
牧

水
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
に
つ
い
て

は
、
来
月
号
で
紹
介
い
た
し
ま
す
．
、
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